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「146年の歴史に幕　羽咋市立余喜小学校 閉校式」
　３月26日（日）に、３月をもって閉校となる羽咋市立余喜小学校で閉校式と閉校記念事業が
開催されました。
　閉校記念事業では、記念碑の除幕式、児童によるよさこい演舞などが行われ、児童と教職
員が風船を大空へと飛ばし、思い出いっぱいの母校に別れを告げました。
　今後、校舎は活用され、地域コミュニティの拠点整備が進められていきます。　（羽咋市）



活か
つ
だ
ん
そ
う

断
層
っ
て
？

　

は
じ
め
に
「
断
層
」と
い
う
の
は
、
地

殻
変
動
な
ど
に
よ
っ
て
、
地
層
や
岩
盤

に
力
が
か
か
り
、
動
い
て
生
じ
た
ず
れ

の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
活

動
性
が
あ
る
断
層（
過
去
に
く
り
返
し
動

き
、
将
来
も
動
く
可
能
性
が
あ
る
断
層
）

を
「
活
断
層
※
」と
呼
ん
で
い
ま
す
。

調
査
の
き
っ
か
け

　

活
断
層
は
将
来
、
地
震
を
起
こ
し
た

敷
地
内
断
層
の
評
価
に
つ
い
て

志
賀
原
子
力
発
電
所

り
地
表
に
大
き
な
ず
れ
を
生
じ
さ
せ

て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

国
の
原
子
力
規
制
委
員
会
の
新し

ん

規き

制せ
い

基き

準じ
ゅ
ん

で
は
、
活
断
層
の
真
上
に
原
子

力
発
電
所
の
重
要
施
設
を
設
置
す
る

こ
と
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
２
０
１
２
年

７
月
、
原
子
力
規
制
委
員
会
の
前
身

で
あ
る
原
子
力
安
全
・
保ほ

安あ
ん

院い
ん

が
、

発
電
所
敷
地
内
断
層
の
活
動
性
に
つ

い
て
、
北
陸
電
力
㈱
に
対
し
再
調
査

を
求
め
ま
し
た
。
そ
の
た
め
「
新
規

制
基
準
へ
の
適
合
性
を
確
認
す
る
た

め
の
申
請
（
２
０
１
４
年
８
月
）」
を

行
っ
て
以
降
、
敷
地
内
に
あ
る
断
層

の
活
動
性
に
つ
い
て
、
調
査
や
審
査

が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。（
下
表
）

　

今
回
は
３
月
３
日
に
志
賀
原
子
力
発
電
所
の

敷
地
内
に
あ
る
断
層
が「
活
断
層
で
は
な
い
」と

判
断
さ
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
紹
介
す
る
よ
！

これまでの経緯・審査過程

※
新
規
制
基
準
で
は
、
約
12
〜
13
万
年
前
か
ら
現
在
ま
で

に
動
い
た
断
層
を
活
断
層
と
し
て
い
る
。

アースパパ

北陸電力㈱資料より

1

●2011年　3月：東日本大震災、福島第一発電所事故、志賀1号機・2号機とも停止中

●2012年　7月：旧原子力安全・保安院が、志賀原子力発電所の敷地内断層の活動性に
ついて再調査を命じる

●2012年   9月：原子力規制委員会が発足

●2014年   8月：志賀2号機 新規制基準への適合性を確認するための申請

●2016年   6月：新規制基準への適合性確認審査（これまで23回、おもに敷地内断層の
　　　　　～現在　活動性について、データを拡充しながら説明）

●2021年 11月：原子力規制委員会が現地調査（1回目）

●2022年 10月：原子力規制委員会が現地調査（2回目）

●2023年　3月：原子力規制委員会が、敷地内断層は「活断層ではない」と判断　



ど
ん
な
調
査
を
し
た
の
？

　

調
査
で
は
ま
ず
、
発
電
所
の
敷
地
内

に
あ
る
36
本
の
断
層
の
う
ち
、
活
動
性

が
な
い
か
を
評
価
す
る
た
め
の
代
表
的

な
断
層
（
評
価
対
象
断
層
）
10
本
を
選
定

し
ま
し
た
。（
図
１
）

　

次
に
こ
の
評
価
対
象
断
層
が
活
断
層

で
な
い
こ
と
を
「
鉱
物
脈
法
」や
「
上
載

地
層
法
」と
い
う
２
つ
の
方
法
で
評
価
し

ま
し
た
。
こ
の
評
価
結
果
を
も
と
に
原

子
力
規
制
委
員
会
が
審
査
し
た
結
果
「
活

断
層
で
は
な
い
」と
判
断
さ
れ
ま
し
た
。

（
図
２
）

今
後
の
審
査
の
流
れ

　

今
回
、
志
賀
原
子
力
発
電
所
の
敷
地
内

断
層
が
活
断
層
で
は
な
い
と
判
断
さ
れ
ま

し
た
が
、
再
稼
働
に
向
け
今
後
も
継
続
し
、

新
規
制
基
準
で
求
め
る
対
策
に
つ
い
て
の

審
査
が
進
め
ら
れ
て
い
き
ま
す
。（
図
３
）

　図１　評価対象断層の選定結果　　北陸電力㈱資料より

活断層ではない 活断層

【鉱物脈法】
ボーリング調査で取得した断層部分を顕微鏡で観察し、
断層を横切る鉱物脈のずれや変形の状況から判断する手法。
12～ 13 万年前以前の鉱物脈にずれや変形がなければ
活断層ではない。

これまでの調査から、600 万年前より古い時
代にできた鉱物脈が敷地内断層を横切ってい
て、その鉱物脈にずれや変形がないことから
敷地内断層は活断層ではないことが確認され
たんだ！

【上載地層法】
地層の断面を見るための溝を堀り、上載地層のずれや変形の
状況から判断する手法。12～ 13 万年前以前の地層にずれや
変形がなければ活断層ではない。

12～13万年前以前の地層12～13万年前以前の地層

活断層ではない 活断層

これまでの調査から、断層の上に 12～ 13 万年
前より古い時代に堆積した地層が載っていて、
その地層にずれや変形がないことから、敷地内
断層は活断層でないことが確認されたよ！

断
層

断
層

12～13万年
前

以前の鉱物脈

じょうさいちそうほう こうぶつみゃくほう

図２　活動性の評価手法と審査の結果
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●原子炉設置変更許可
　　　　（基本設計を審査）

●設計及び工事計画認可（設備の詳細設計を審査）

●保安規定変更認可（体制及び設備の運用管理等を審査）

●安全性向上施策の工事
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を

確
認
す
る
た
め
の
申
請 使用前

事業者検査

活断層ではないと判断

　図3　今後の審査の流れ　　北陸電力㈱資料より作成
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陸域6本　：S-1、S-2・S-6、S-4、S-5、S-7、S-8
海岸部4本：K-2、K-3、K-14、K-18



能登原子力センター
令和
５年度

3

　能登原子力センターでは、原
子力やエネルギーに関する知識
の普及を目的に、さまざまな行
事を予定しております。

　青森県六ケ所村にある原燃サイクル施設などを
見学します。参加申し込み、詳細については４ペー
ジをご覧ください。

アトモスくん

◉参加費は無料 (バス、昼食は当センターで用意します。)
◉見学日は団体と相談のうえ決定します。
◉バス行程上可能なご希望の見学先があれば追加できます。(親子エネルギーバスでは工作教室もできます。)
◉10名～ 40名程度参加できます。

1 ・「こどもの広場」「こどもの広場」 5/28（日）　　
・「放射線測定教室イベント」「放射線測定教室イベント」 7/ ９（日）
・「エネルギー教育フェア」　「エネルギー教育フェア」　10/22（日）
サイエンスショーや科学工作、お楽しみコーナーなどがあり、楽しみながらエネルギーや科学に
親しむイベントを開催します。今年はキッチンカーも来場します。

　　詳細は開催日近くの新聞折込チラシやHPをご覧ください。

2 「来館スタンプラリー」 … ３回来場で賞品をプレゼント　通年開催通年開催
3 「館内クイズラリー」 … 館内のクイズに全問正解で賞品プレゼント　通年開催通年開催
4 「親子工作コーナー」 … 自由に体験ください。　通年開催通年開催
5 文化展 … 「生花展」「フラワーアレンジメント展」「菊花展」「絵画展」「短歌展」 開催予定

（原子力センターで開催）

各種イベント

志賀原子力発電所見学会／親子エネルギーバス

エネルギー科学関連施設見学会
　小松市にある「サイエンスヒルズこまつ」などを
見学する見学会です。
　参加申し込み、詳細については開催日近くの新
聞折込チラシやHPをご覧ください。

実施日：８月２日(水)　　　　
対　象：志賀町、七尾市、羽咋市、中能登町

の小学生の児童と保護者25名
参加費：無料

原燃サイクル施設見学会

　能登原子力センター職員が小学校等へ出向き、放射線の話や放射線測定器を使った放射線の測定をはじめ、
放射線が通った跡を観察したりします。

募集期間：通年（実施日はご相談のうえ、決定します。）
対　　象：志賀町、七尾市、羽咋市、中能登町の小学校、児童クラブなど
参 加 費：無料

放射線測定出前教室

志賀原子力発電所見学会 親子エネルギーバス
　志賀原子力発電所の安全対策の状況などについてのバー
チャル見学やオフサイトセンターなどを見学します。
　対象：町内会、老人会など各種団体
 　※志賀原子力発電所構内への見学は希望があれば見学可能です。

　能登原子力センターで、子供向けの電気や
原子力発電などのおはなしを聴いたり、実験
を行ったりします。
　対象：親子、子ども会など各種団体

※

お申込み・お問合せは、能登原子力センターまで



＜キリトリ＞＜キリトリ＞

＜キリトリ＞＜キリトリ＞

原燃サイクル施設見学会 参加申込書

ふ り が な
名　　前

生年月日 (昭和・平成)　　　 年　　月　　日 (昭和・平成)　　　 年　　月　　日

性　　別
(○で囲む) 男　　　　　女 男　　　　　女

住　　所
(番地も記入)

〒 〒

電話番号

〈
キ
リ
ト
リ
〉

〈
キ
リ
ト
リ
〉

※ペアでのお申し込みも可能です。お一人様の場合は片方だけに記入してください。

原燃サイクル施設見学会参加者募集!!原燃サイクル施設見学会参加者募集!!
　志賀町・七尾市・羽咋市・中能登町の住民の皆様を対象に、青森県六ケ所村にある原子燃料サイ
クル施設を見学する見学会を実施します。
　普段なかなか見ることができない施設です。是非ご参加下さい。

募集対象地区 志賀町 七尾市・羽咋市・中能登町
実 施 日 ６月21日(水）～６月23日(金） ６月28日(水）～６月30日(金）
見 学 先 青森県六ケ所村原子燃料サイクル施設（日本原燃㈱） 他
宿 泊 先 １日目：八戸市内　　　２日目：青森市内 (ビジネスホテル・シングル）

募集対象者
志賀町住民 七尾市・羽咋市・中能登町住民

各市町に住民票のある18歳以上の方で、次の日程で行われる「事前研修会」に参加できる方

事前研修会
日　　程

６月１日(木） 又は ６月４日(日） ６月８日(木） 又は ６月11日(日）
両日10時30分から１時間程度　　場所：能登原子力センター

募集人員 20名 20名
応募締切 ５月14日(日）　必着 ５月24日(水）　必着
参 加 費 10,000円 （１人）

応募方法
下記の申込用紙に記入し能登原子力センターまで郵送またはFAXでお送りください。持参
も可能です。また能登原子力センターホームページからも応募ができます。
(送付先やホームページURLは裏表紙をご覧ください。)

当選案内
当選者のみ郵送でご案内します。（応募者多数の場合は厳正な抽選を行います。）
５月18日(木）までにご案内します。 ５月28日(日）までにご案内します。

そ の 他
・各対象地区以外の方のペアでの応募はできません。(例:志賀町の方と七尾市の方での応募は不可)
・見学先の都合で、歩行困難な方は参加できませんので、ご了承ください。
・行程中のお食事は当センターがご用意します。(2日目の夕食は除く)
・２日目の夕方、ホテル到着後は自由行動となります。(夕食は各自)

【日程】(詳細は当選者に後日お知らせします）

第１日 各市町集合場所＝＝小松空港－－－－－三沢空港＝＝八戸市内宿泊(夕食）

第２日 ホテル発＝六ケ所原燃PRセンター見学＝原燃サイクル施設見学＝昼食＝エネルギー館
(アスパム内)見学＝青森市内宿泊(各自夕食）

第３日 ホテル発＝＝青森空港－－－－－小松空港＝＝各市町集合場所

　※この見学会によって得られた個人情報は見学会以外の目的には使用しません。  
　※この見学会は石川県・志賀町の委託を受け能登原子力センターが実施する見学会です。

羽田経由
昼食

羽田経由
昼食

4



わ が 町トピックス
中
能
登
町

七
尾
市

石
川
県
能
登
島
ガ
ラ
ス
美
術
館　

お
問
い
合
わ
せ　

石
川
県
能
登
島
ガ
ラ
ス
美
術
館

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
７
６
７-

84-

１
１
７
５

Ｈ
Ｐhttps://nanao-af.jp/glass/ 

会　

期　

６
月
18
日（
日
）
ま
で

　
　
　
　

※
休
館
日　

毎
月
第
３
火
曜
日

開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
　
　
　

※
入
館
は
閉
館
の
30
分
前
ま
で

観
覧
料

一
般
８
０
０
円
大
学
生
３
５
０
円

　
　
　
　

※
高
校
生
以
下
無
料

　

ガ
ラ
ス
を
溶
か
し
固
め
モ
チ
ー
フ
を
形

作
る
、
あ
る
い
は
表
面
に
彫
刻
や
絵
付
け
を

施
す
な
ど
、
多
彩
な
手
法
で
作
品
に
表
現
さ

れ
た
物
語
を
、
当
館
の
現
代
ガ
ラ
ス
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
を
中
心
に
52
点
で
紹
介
し
ま
す
。

●
お
さ
ん
ぽ
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

　

庭
園
を
散
歩
し
な
が
ら
屋
外
ガ
ラ
ス
作
品

の
ク
イ
ズ
に
挑
戦
。
全
問
正
解
者
に
は
先
着

順
で
賞
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
!!
参
加
無
料
で
す
。

日　

時　

５
月
４
日(

木
・
祝)

〜
６
日(

土)

各　

日　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

　
　
　
　

※
雨
天
中
止

定　

員　

各
日
先
着
30
人（
中
学
生
以
下
）

「
も
の
が
た
り
を
紡
ぐ
」

「
も
の
が
た
り
を
紡
ぐ
」

25の記憶／秋友伸隆／1999年
当館蔵

石
川
県
七
尾
美
術
館

　

能
登
七
尾
出
身
で
桃
山
時
代
に
大
活
躍
し

た
絵
師
・
長
谷
川
等
伯（
１
５
３
９
〜
１
６
１
０
）。

　

当
館
で
は
郷
里
が
生
ん
だ
巨
匠
・
等
伯
や

「
長
谷
川
派
」
絵
師
た
ち
の
作
品
や
資
料
を
、

こ
れ
ま
で
幅
広
く
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。

　

通
算
28
回
目
の
開
催
と
な
る
今
回
は
、「
等

伯
の
水
墨
画
」
と
「
一
門
の
絵
師
た
ち
」
に

焦
点
を
あ
て
た
３
テ
ー
マ
構
成
で
す
。

　

そ
し
て
等
伯
の
若
年
期
か
ら
60
歳
頃
ま
で

制
作
の
水
墨
画
や
、
能
登
や
京
都
で
活
躍
し

た
「
長
谷
川
派
」
に
よ
る
多
彩
な
作
品
な
ど
、

あ
わ
せ
て
27
点
を
紹
介
し
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
貴
重
な
名
品
ぞ
ろ
い
で
あ
り
、

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
と
も
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

会　

期

４
月
29
日（
土
・
祝
）
〜
５
月
28
日（
日
）

※
会
期
中
無
休

開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
　
　
　

※
入
館
は
閉
館
時
間
の
30
分
前
ま
で

観
覧
料

一
般
８
０
０
円
大
学
生
３
５
０
円

　
　
　
　
　

高
校
生
以
下
無
料

お
問
い
合
わ
せ　

石
川
県
七
尾
美
術
館

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
７
６
７-

53-

１
５
０
０

Ｈ
Ｐhttps://nanao-art-m

useum
.jp

「
長
谷
川
等
伯
展

「
長
谷
川
等
伯
展

〜
水
墨
の
美
技
と
、
一
門
の
俊
英
と
〜

〜
水
墨
の
美
技
と
、
一
門
の
俊
英
と
〜
」」

「鬼子母神十羅刹女像」
長谷川信春(等伯)筆
富山市・妙傳寺蔵

「
第
「
第
1010
回
中
能
登

回
中
能
登

ト
レ
ジ
ャ
ー
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
」

ト
レ
ジ
ャ
ー
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
」

　
　
　
　

参
加
者
募
集
中
‼

　
　
　
　

参
加
者
募
集
中
‼

　
「
第
10
回
中
能
登
ト
レ
ジ
ャ
ー
ト
レ
イ

ル
ラ
ン
」
の
開
催
日
が
11
月
４
日
（
土
）

に
決
定
し
ま
し
た
。
昨
年
度
の
第
９
回
大

会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
を
実
施
し
た
上
で
開
催
し
、
県
内
外
か

ら
５
９
７
名
の
ラ
ン
ナ
ー
に
ご
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
昨
年
同
様
50
㎞

と
25
㎞
の
２
コ
ー
ス
に
加
え
、
10
回
大
会

記
念
と
し
て
新
た
に
80
㎞
コ
ー
ス
を
新
設

し
、
全
国
か
ら
上
級
者
ラ
ン
ナ
ー
の
エ
ン

ト
リ
ー
を
募
っ
て
い
ま
す
。

　

石
動
山
の
ブ
ナ
林
、
枡
形
山
か
ら
望
む

立
山
連
峰
の
眺
め
、
原
山
大
池
の
広
大
な

水
面
、
碁
石
ヶ
峰
頂
上
か
ら
の
絶
景
の
ほ

か
、古
民
家
が
立
ち
並
ぶ
能
登
街
道
な
ど
、

世
界
農
業
遺
産
に
も
認
定
さ
れ
て
い
る
中

能
登
町
の
魅
力
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
る

大
会
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
レ
ー
ス
前
日
の
３
日（
金
・
祝
）

に
は
初
心
者
向
け
と
な
る
石
動
山
ト
レ
イ

ル
ラ
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
長
い

コ
ー
ス
は
自
信
が
な
い
と
い
う
初
心
者
の

方
向
け
の
走
り
や
す
い
10
㎞
コ
ー
ス
と

な
っ
て
お
り
、
気
軽
に
お
楽
し
み
い
た
だ

け
ま
す
。
定
員
は
１
０
０
名
で
す
。

　

初
心
者
か
ら
経
験
者
ま
で
、
広
く
楽
し

め
る
ト
レ
ジ
ャ
ー
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
。
エ
ン

ト
リ
ー
期
間
は
８
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
心
よ
り

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

詳
細
・
エ
ン
ト
リ
ー
に
つ
い
て
は
大
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

h
ttp
s://n

akan
otrail.com
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大会プロデューサー　鏑木  毅
(プロトレイルランナー )

25㎞コース　出走者記念写真



志
賀
町

の
と
キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ

の
と
キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ 

土
田
の
郷

土
田
の
郷

　
　
　
　

オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
２
０

　
　
　
　

オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
２
０
２２
３３

　

志
賀
町
土
田
地
区
で
、
の
と
キ
リ
シ
マ

ツ
ツ
ジ
の
お
庭
を
公
開
し
ま
す
。
土
田
地

区
に
は
、
樹
齢
１
０
０
年
以
上
の
古
木
を

所
有
し
て
い
る
お
宅
が
30
軒
以
上
あ
り
、

こ
の
う
ち
今
年
は
12
軒
で
オ
ー
プ
ン
ガ
ー

デ
ン
を
実
施
し
ま
す
。

　

限
ら
れ
た
狭
い
土
田
の
郷
で
、
こ
ん
な

に
も
多
く
一
般
家
庭
に
受
け
継
が
れ
て
い

る
の
は
全
国
的
に
も
珍
し
く
、
１
０
０
年

以
上
に
育
て
る
に
は
最
低
で
も
３
世
代
は

か
か
り
ま
す
。
家
の
宝
と
し
て
大
切
に
育

て
た
、『
の
と
キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
』
の
燃
え

る
よ
う
な
深
紅
色
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

公
開
期
間　

４
月
下
旬
〜
５
月
中
旬

入
場
料　

無
料

お
問
い
合
わ
せ

　

辻
口
家（
辻
口
武
志
）

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
６
７-

37-

１
４
０
４

携
帯
電
話

０
９
０-

３
７
６
６-

９
４
７
９

大畠家土橋家

坂本家藤田家小道家

山﨑家辻口家覚龍寺

山岸家盛本征臣家稲岡家

森田家

　

Ｓ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
は
、
冒
険
ラ
イ
ダ
ー
風か
ざ
ま間
深し
ん
じ志

さ
ん
（
東
京
都
）
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
バ

イ
ク
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

日
の
出
と
と
も
に
全
国
の
ラ
イ
ダ
ー
が
自

分
で
決
め
た
日
本
海
側
以
外
（
太
平
洋
な
ど
）

の
海
岸
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
日
没
ま
で
に
千

里
浜
を
目
指
し
ま
す
。

　

２
０
１
３
年
の
初
開
催
か
ら
参
加
者
が

年
々
増
え
続
け
、
10
周
年
を
迎
え
た
昨
年
は
、

つ
い
に
１
万
台
を
超
え
ま
し
た
。

　

千
里
浜
特
設
会
場
で
は
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
や
商
店
の
出
店
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ラ
イ

ダ
ー
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
盛
り
上
が
り
ま

し
ょ
う
！

Ｓ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
２
０
２
３

Ｓ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
２
０
２
３

（（
サ
ン
ラ
イ
ズ
・
サ
ン
セ
ッ
ト
・
ツ
ー
リ
ン
グ
・
ラ
リ
ー

サ
ン
ラ
イ
ズ
・
サ
ン
セ
ッ
ト
・
ツ
ー
リ
ン
グ
・
ラ
リ
ー
））

今
年
は
約
１
２
，０
０
０
台
が
集
結
！

場
所　

千
里
浜
特
設
会
場

お
問
い
合
わ
せ　

羽
咋
市
商
工
観
光
課

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
７
６
７-

22-

１
１
１
８

日
程　

５
月
20
日
㈯
〜
27
日
㈯

　
　
　

各
日
14
時
〜
19
時
30
分
ゴ
ー
ル

　
　
　

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

　
　
　
　

５
月
20
日
㈯
、
27
日
㈯

　
　
　

ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
・

　
　
　

砂
浜
保
全
運
動

　
　
　
　

５
月
28
日
㈰
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志 

賀 

町

大福寺局
大 西 局
風 無 局
熊 野 局
福 浦 局
直 海 局
五里峠局
赤 住 局
志 賀 局

七 

尾 

市

西 岸 局
能登島局
土 川 局
笠師保局
大 津 局
田鶴浜局
東 湊 局

中
能
登
町

末 坂 局
能登部局

羽咋市 一ノ宮局
輪
島
市

門 前 局
本 郷 局

穴水町 大 町 局
宝
達
志
水
町

志 雄 局
押 水 局

発 

電 

所

ＭＰ－１
ＭＰ－２
ＭＰ－３
ＭＰ－４
ＭＰ－５
ＭＰ－６
ＭＰ－７

マイクログレイ(μGy)／時
0 0.050 0.100 0.150

● ⬇
⬇ ⬇

Ⅰ 環境放射線監視（令和４年10月～ 12月)
1. 空間放射線
　石川県は志賀原子力発電所から30kmの範囲に24局の
環境放射線観測局を設置しています。また発電所では７
局のモニタリングポストを設置しています。
　各観測局、モニタリングポストでは、空間の放射線量が
１時間あたりどのくらいかを連続して測定しています。
　各地点の測定結果は、次のとおりであり、発電
所に起因する影響は認められませんでした。

■ 測定結果

（グラフの見方）
今回の測定値の範囲今回の平均値

過去３年間の測定値の範囲

※　空間放射線の測定値の単位として、グレイ（Gｙ）／時が用いられます。
　　マイクロ（μ）は100万分の１を示します。
　　１ マイクログレイ（μGｙ）／時＝100万分の１グレイ（Gｙ）／時

環境放射線観測局
（田鶴浜局：七尾市（地図下線））
空間放射線や風向、風速などを
測定しています。

■ 発電所モニタリングポスト（北陸電力㈱設置）

発電所周辺拡大図

（参考） 排気筒・排水ピットの計数率
　　　　　 （令和４年10月～ 12月） (単位 : cps)

１号機 ２号機
排気筒
モニタ

排水ピット
モニタ

排気筒
モニタ

排水ピット
モニタ

今回の測定値 ４ 10～11 ４～５ 12～13

過去の測定値 ４～５ 10～13 ４～６ 11～14

※計数率（cps）は、１秒間に計測された放射線の数を表しています。

　石川県、志賀町及び北陸電力㈱は、発電所周辺の環境放射線監視及び温排水影響調査を実施しています。
　今回は、令和４年10月～ 12月の環境放射線監視結果「令和４年度 第３報」及び令和４年度夏季の温排水
影響調査結果「令和４年度 第２報（夏季)」の概要をお知らせします。
　環境放射線監視結果については、志賀原子力発電所に起因する環境への影響は認められませんでした。
　温排水影響調査結果については、全体として大きな変化は認められませんでした。

■ 環境放射線観測局（石川県設置）

※　空間放射線の測定値は、通常、宇宙や地面などからの自然放射線によるも 
　　のであり、0.020～0.100マイクログレイ（μGｙ）／時 程度です。
　　日常よく見られる変動は、降雨による線量率の上昇であり、0.100～0.200
　　マイクログレイ（μGｙ）／時 程度となることがあります。

MP－1は平成30年８月31日に故障し、令和元年６月12日に復旧しましたが、復旧に伴いモニ
タリングポストの周辺環境が変化したため、過去の測定値の範囲については記載していません。

※1※1

※1※1

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

志賀原子力発電所周辺の
環境放射線監視結果及び温排水影響調査結果
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陸
上
試
料

降 下 物 ベクレル/平方メートル･月

大気浮遊じん ミリベクレル/立方メートル

陸 水 ミリベクレル/リットル

土 壌 ベクレル/キログラム乾土

松 葉 ベクレル/キログラム生

牛 乳 ベクレル/リットル

地域特産物 ベクレル/キログラム生

海
洋
試
料

海 水 ミリベクレル/リットル

海 底 土 ベクレル/キログラム乾土

藻 類 ベクレル/キログラム生

魚 類 ベクレル/キログラム生

2. 環境試料中の放射能
　農畜産物、海産物、水道水などの試料を採取し、これらに含まれる放射性物質（セシウム137、ストロンチウ
ム90、トリチウムなど）の濃度を測定しています。いずれも過去の測定値と同様に低い値でした。

陸
上
試
料
陸 水 ベクレル/リットル

海
洋
試
料
海 水 ベクレル/リットル

0.01(単位) 0.1 1 10 100 1000

※ 試料採取期間　令和４年10月～ 12月

※ 試料採取期間　令和４年７月～９月

※ 試料採取期間　令和４年10月

【トリチウム】

■ 測定結果■ 環境試料採取地点(石川県 令和４年度分)

（参考）志賀原子力発電所の運転状況
（令和４年10月～ 12月）

調査期間中は、１号機、２号機とも
運転停止中でした。

⬇ ⬇

▲

過去の測定値の範囲 (福島
第一原子力発電所事故以前）
※これまで検出されていない
　場合、表示されていません。

（グラフの見方）
今回の測定値検出目標レベル

今回検出されず

今回検出されず

0.01(単位) 0.1 1 10 100 1000【セシウム137】

今回検出されず

今回検出されず

今回検出されず

今回検出されず

今回検出されず

今回検出されず

今回検出されず

今回検出されず

今回検出されず

環境試料

ころ柿 ヒラメ

今回検出されず

陸
上
試
料

陸 水 ミリベクレル/リットル

土 壌 ベクレル/キログラム乾土

牛 乳 ベクレル/リットル

海
洋
試
料

海 底 土 ベクレル/キログラム乾土

貝 類 ベクレル/キログラム生

魚 類 ベクレル/キログラム生

0.01(単位) 0.1 1 10 100 1000【ストロンチウム90】

今回検出されず

今回検出されず

今回検出されず

今回検出されず

核融合について

8

　令和４年12月に米ローレンス・リバモア国立研究所は、核融合の実験で燃料の容器に投入した分を上回る
エネルギーを得ることに成功したと発表しました。そこで、核融合について見てみましょう。
　核融合とは、水素のような軽い原子核どうしがくっついて（融合して）、ヘリウムなどのより重い原子核に
変わることです。水素の仲間（同位体）である重水素（D）と三重水素（T）の原子核が融合し、ヘリウムと中性
子ができます。

　核融合反応が起こると、図に示すように、融合反応が起きる前の重水素（D）と三重水素（T）の重さ（質量）
より、融合反応が起こった後のヘリウムと中性子の重さの方が軽いので、その差の分だけの質量がエネルギー
に変わります。
  その際には、有名なアインシュタインのエネルギー E が質量 m と等価であるという原理（E=mc2）により、
わずかな質量が非常に大きなエネルギーに変わります。
　　　Ｅ：エネルギー（Ｊ）　　ｍ：物質の質量（ｋｇ）　　ｃ：光の速度（真空中）３×108（ｍ/sec）

（参考）国立研究開発法人 量子科学技術研究開発機構ＨＰ

赤玉 ： 陽子　黒玉 ： 中性子



過去の当季最小値

今季の最小値 今季の最大値

過去の当季最大値

以上の内容は、石川県原子力安全対策室ホームページ（https://atom.pref.ishikawa.lg.jp/box/onhaisui.html)でも見ることができます。

●：水質調査地点　　―：サザエ生息調査測線

■ 調査結果（単位 ： mg／ℓ　ただし塩分を除く）

■ 調査結果（水深１ｍの水温分布）　単位：℃

■ 調査地点 ■ 調査結果

<調査結果の概要>
　水　温　調　査：これまでの夏季調査結果と比較すると、平均水温は過去の範囲内にあり、平均塩分は

概ね過去の範囲にありました。　　
　　　　　　　　　同一水深層での温度差は0.5 ～ 1.4℃、塩分差は0.1 ～ 0.4でした。鉛直的には、上下層

間の差は、水温は大きく、塩分は小さかった。
　水質・底質調査：これまでの夏季調査結果と比較すると、水質はリン酸態リンが高いほかは、ほぼ同程

度で、底質はほぼ同程度でした。
　海生生物調査：これまでの夏季調査結果と比較すると、いずれの項目も出現状況はほぼ同程度でした。

Ⅱ 温排水影響調査(令和４年度夏季)
1. 水温調査(調査日:令和４年７月28日)

2. 水質調査(採水日:令和４年７月28、29日) 

〈温排水の状況〉

今回は、１号機、２号機とも
運転停止中であり、温排水は
放水されていませんでした。

※ ■は１号機の放水口位置、■は２号機の放水口位置、・は水温調査地点を示す。
海底土採取の様子

3. 海生生物調査(令和４年７月24 ～ 30日)

調査測線 水深
(ｍ)

調査面積
(㎡ )

調査結果
(平均個体数/25㎡ )

過去の夏季調査結果
平成15～令和３年度
(平均個体数/25㎡ )

Ｌ１ ３～ 20 125 8.6 1.4 ～ 9.0 
Ｌ２ ３～ 20 125 19.8 2.6 ～20.4 
Ｌ３ ３～ 20 125 10.6 3.2 ～13.4 
Ｌ４ 15 ～ 20  50 0.0 0.0 ～ 2.0 
Ｌ５ ３～ 20 125 21.8 5.2 ～26.6 
Ｌ６ ３～ 20 125 24.0 2.6 ～37.4 
Ｌ７ ３～ 20 125 21.2 6.4 ～27.0 

（グラフの見方）

※過去の当季最小値及び最大値は、平成15年度～令和３年度
　までの調査結果です。

流況:南流⬅水深１ｍ　午前

27 29 3331 35
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塩　分
（全層）

ＣＯＤ

溶存酸素

※ＣＯＤ：化学的酸素要求量（Chemical Oxygen Demand）

※

全窒素

全リン
0.020.00 0.04 0.06 0.08 0.10

0.0 0.5 1.0 1.5

　海生生物調査では、潮間帯生物、底生生物、卵・稚仔及びプランクトンについて調べています。
　ここでは、そのうち底生生物のサザエの生息調査についてご紹介します。

■ ■

9



10

来ら
い

沿
い
に
家
並
み
が
続
き
、
街
道
か
ら
山
手

へ
50
ｍ
ほ
ど
入
っ
た
所
に
産う

ぶ
す
な
し
ゃ

土
社
の
住す

み
よ
し吉

神じ
ん

社じ
ゃ

が
あ
る
。
同
社
は
明
治
40
年
、
神
社
東
北

方
の
山
麓
入
口
に
あ
っ
た
社
殿
が
無
い
諏
訪

社
を
合
祀
し
、
現
在
で
は
住
吉
神
社
境
内
に

あ
る
タ
ブ
ノ
キ
で
神
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

諏
訪
社
が
合
祀
さ
れ
る
以
前
は
、
神
事
は

山
麓
に
あ
っ
た
社
地
で
祭
典
を
あ
げ
て
か

ら
、
ヤ
マ
サ
カ
キ
に
２
挺
の
鎌
を
打
ち
込
ん

で
い
た
と
さ
れ
、
そ
の
後
、
打
ち
込
む
木
を

傍
ら
の
タ
ブ
ノ
キ
に
代
え
た
と
い
う
。

　

現
在
は
午
前
10
時
頃
、
拝
殿
で
の
風ふ

う

鎮ち
ん

祭さ
い

を
終
え
た
区
長
や
当
番
を
は
じ
め
と
し
た
参

列
者
ら
が
シ
デ
を
つ
け
た
２
挺
の
鎌
を
持
っ

て
境
内
の
タ
ブ
ノ
キ
へ
向
か
い
、
宮
司
と
区

長
が
鎌
を
１
挺
ず
つ
タ
ブ
ノ
キ
に
打
ち
込

む
。
平
成
元
年
か
ら
鎌
の
柄
の
部
分
を
打
ち

込
ん
で
い
た
が
、
以
前
は
刃
先
を
打
ち
込
ん

で
い
た
。
鎌
の
打
ち
込
み
は
参
列
者
に
も
促

さ
れ
、
賑
や
か
に
行
わ
れ
て
い
る
。

㈡ 

金か
ね
ま
る丸

区
の
鎌
打
ち
神
事

　

羽
咋
と
七
尾
を
結
ぶ
街
道
で
あ
る
西に

し

往お
う
ら
い来

筋
に
金か

ね
ま
る丸

区く

正し
ょ
う
ぶ
だ
に

部
谷
の
鎌か

ま

宮み
や

諏す

わ訪
神
社
が
あ

る
。

　

同
社
は
明
治
41
年
、
近
隣
の
宮
地
に
あ
る

宿す
く

那な

彦ひ
こ

神か
み

像か
た

石い
し

神
社
に
合
併
さ
れ
た
が
、
正

部
谷
の
社
地
は
そ
の
ま
ま
神
木
の
タ
ブ
ノ
キ

と
と
も
に
残
り
神
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。
神

社
に
は
本
殿
は
無
く
、
明
治
の
合
併
ま
で
拝

殿
が
あ
っ
た
。

　

現
在
の
神
事
は
、
タ
ブ
ノ
キ
の
前
に
祭
壇

が
設
け
ら
れ
、
祭
壇
上
に
は
三
方
に
載
っ
た

米
や
御
神
酒
な
ど
の
供
物
と
と
も
に
シ
デ
と

新
米
の
稲
穂
が
結
び
付
け
ら
れ
た
２
挺
の
鎌

が
置
か
れ
る
。
午
後
４
時
頃
、
杉す

ぎ
た
に谷

・
谷や

内ち

・

沢さ
わ

・
宮み

や
じ地

・
横よ

こ
ま
ち町

・
正
部
谷
の
役
員
が
集
い
、

宿
那
彦
神
像
石
神
社
宮
司
が
風
鎮
を
祈
る
祝

詞
を
奏
上
す
る
。
祭
儀
の
後
、
い
よ
い
よ
当

番
班
の
代
表
者
が
烏え

ぼ

し
帽
子
・
狩か

り
ぎ
ぬ衣

姿す
が
た

で
タ
ブ

ノ
キ
の
神
域
に
入
り
、
タ
ブ
ノ
キ
に
注し
め
な
わ

連
縄

を
張
替
え
て
か
ら
２
挺
の
鎌
を
打
ち
込
む
。

伝
承
で
は
鎌
打
ち
は
、
本
来
、
神
主
が
行
う

も
の
で
決
し
て
他
者
に
は
触
ら
せ
な
か
っ
た

と
さ
れ
る
。
神
事
は
役
員
や
参
列
者
の
多
く

が
見
守
る
中
、
盛
況
に
行
わ
れ
て
い
る
。

㈢ 

鎌
打
ち
神
事
と
諏
訪
信
仰

　

こ
う
し
た
鎌
を
木
に
打
ち
込
む
こ
と
は
、

農
耕
や
漁
労
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
風
を
切
る

こ
と
に
因
み
、
毎
年
新
調
し
た
鎌
を
神
木
に

打
つ
こ
と
で
、
神
木
が
蘇
る
と
い
う
古
代
の

信
仰
を
伝
え
て
い
る
も
の
と
さ
れ
る
。

　

長
野
県
の
諏
訪
大
社
の
例
大
祭
「
御み

射さ

山や
ま

祭
」
の
開
催
日
は
、
能
登
の
鎌
打
ち
神
事
と

同
様
に
、
８
月
27
日
（
現
在
は
８
月
の
第
４

土
曜
日
）で
あ
り
、
７
年
目
ご
と
の
大
祭「
御お

ん

柱ば
し
ら

祭さ
い

」
で
は
、
祭
り
の
前
年
、
祭
り
で
使
用

さ
れ
る
御
柱
に
鎌
を
打
ち
込
む
「
薙な

ぎ

鎌か
ま

打
ち

神
事
」
が
行
わ
れ
る
。
鎌
は
諏
訪
の
神
と
し

て
崇
敬
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
金

丸
区
の
宿
那
彦
神
像
石
神
社
宮
司
家
が
所
持

す
る
文
政
11
年
の
「
鎌
宮
諏
訪
神
社
記
」
に

は
、
諏
訪
の
神
は
鎌
を
持
っ
て
繁
茂
す
る
茅

や
芦
を
切
払
い
、
道
を
開
い
て
二
神
と
協
力

し
て
大
蛇
を
打
ち
ほ
ろ
ぼ
し
、
邑お

う

知ち

潟が
た

の
渕

端
に
鎮
座
し
て「
洲す

端わ

明
神
」と
な
っ
た
と
記

し
て
い
る
。「
諏
訪
」を「
洲
端
」と
表
記
す
る

こ
と
は
、
諏
訪
湖
の
端
に
鎮
座
す
る
湖
の
守

護
神
と
さ
れ
る
諏
訪
大
社
に
な
ぞ
ら
れ
、
鎌

宮
諏
訪
神
社
は
邑
知
潟
の
守
護
神
と
し
て
仰

が
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

全
国
的
に
鎌
打
ち
神
事
は
消
滅
し
て
し

ま
っ
た
と
こ
ろ
が
多
く
、
能
登
半
島
の
鎌
打

ち
神
事
は
地
方
の
諏
訪
信
仰
を
伝
え
る
貴
重

な
文
化
財
と
い
え
る
。（

文
責　

道
下
勝
太
）

〔
参
考
文
献
〕小
倉
学『
加
賀
・
能
登
の
民
俗 

』第
１
巻
、

２
０
０
５
年
。

中
能
登
町
の

鎌
打
ち
神
事
に
つ
い
て

　

毎
年
８
月
27
日
、
中
能
登
町
の
藤
井
区
と

金
丸
区
に
金
槌
を
打
つ
音
が
鳴
り
響
く
。　

　

こ
の
日
は
２
地
区
の
氏
子
ら
が
そ
れ
ぞ
れ

の
宮
に
寄
り
集
い
、
神
木
の
タ
ブ
ノ
キ
に
五

穀
豊
穣
の
願
い
を
込
め
て
鎌
を
打
ち
込
む

「
鎌
打
ち
神
事
」で
あ
る
。　

　

現
在
、
石
川
県
内
で
は
中
能
登
町
と
七
尾

市
江え

の
と
ま
り
ま
ち

泊
町
日ひ

む
ろ室

の
３
例
し
か
残
っ
て
お
ら
ず
、

諏
訪
信
仰
の
地
域
的
特
色
を
示
す
も
の
と
し

て
、
平
成
４
年
に
石
川
県
指
定
無
形
民
俗
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。　

　

そ
れ
ぞ
れ
の
神
木
に
は
錆
び
付
い
た
鎌
が

ウ
ロ
コ
の
よ
う
に
幾
重
に
も
打
ち
込
ま
れ
、

諏
訪
信
仰
に
基
づ
い
た
神
事
の
歴
史
の
長
さ

が
窺
い
知
れ
る
。

㈠ 

藤
井
区
の
鎌
打
ち
神
事

　

藤
井
区
は
七
尾
へ
続
く
街
道
で
あ
る
東ひ

が
し

往お
う

図１ 藤井区 鎌打ち神事
（令和２年撮影）

図２ 金丸区 鎌打ち神事
（令和２年撮影）



　
　
　
あ
と
も
す

５
月
号
　
№
260　

令
和
５
年
５
月
１
日
発
行
　
　
　
あ
と
も
す
と
は
、
物
質
を
こ
れ
以
上
分
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
意
味
の
ギ
リ
シ
ャ
語
。
英
語
の
ア
ト
ム（
原
子
）の
語
源

(令和５年度　広報・調査等交付金事業) 「印刷用の紙にリサイクルできます」
この広報誌は高精細340線で印刷したものです。

の
と
里
山
海
道

の
と
里
山
海
道

の
と
里
山
海
道

原子力センターHP

地層や岩盤に力が加わ
り、動いて生じたずれ
の事

問　題 それぞれの数字の赤枠に入る文字を
順に並べると答えになります。

❶❶ SSTR は冒険■■■■■■■■の風間深志さんプロデュースのバイクイベント
❷❷ 青森県六ケ所村のある■■■■■■■■■■■■■■■■サイクル施設　
❸❸ 石川県が空間放射線を監視するのに設置したのは環境放射線■■■■■■■■
　 ■■■■■■
❹❹ 中能登町にある神事の1つ「■■■■■■■■神事」

❶ ❷ ❸❶ ❷ ❸ ❹❹

アトモスくん

あ と も す ク イ ズ

とじ込みはがきに答えと必要事項を書いて、能登原子力センターまでお寄せください。正解の方には景品をお送りします。
（応募者多数の場合、抽選のうえ40名の方にお送りします。締め切りは５月31日必着）

⬇⬇ヒント

前号のこたえ  　■■■■■■■■■■フ ウ リ ョ ク 発電
■■■■■■■■

お た よ り コ ー ナ ー

道の駅とぎ海街道に行って、さくら
貝資料館の貝細工アートやさくら貝
を見に行きたいです。(中能登町)

中能登町のかぶら寿司体験
で子供たちが雪の中に手を
いれて収穫している様子が
ほほえましい (羽咋市)

写真がたくさんあって、と
てもわかりやすい、カラフ
ルで見やすいと思いました。

(志賀町)

原子力という難しい言葉
をいつもわかりやすい説
明なので助かります。勉
強になります。(羽咋市)

催 し 物 ご 案 内

特別寄稿の銭湯経営者た
ちの人々の仲間意識の
強さに感心させられまし
た。(七尾市)

自然の力を利用した発電方法につい
て知ることができました。(七尾市)

アクアママ

● 来館スタンプラリー来館スタンプラリー
１日１回スタンプを押します。
３個集めたら賞品進呈。

● 館内クイズラリー館内クイズラリー
館内をまわって３つのクイズに挑戦。
全問正解者には賞品進呈。

● 親子親子工工作体験コーナー作体験コーナー
工作を自由に作って下さい。
持ち帰って遊んで下さい。 来館された方は

いつでも参加
できます。

５５月月2828日（日）日（日）
場所　能登原子力センター

サイエンスショーや科学工作、お楽しみコーナーなどもりだくさん。
今年はキッチンカーも来場！
詳しくは、５月中旬(予定)の新聞折込みチラシやＨＰをご覧下さい。

子ども子どものの広場広場

７７月月２２日（日）日（日）生花展生花展
協力団体　志賀町華道協会

９時30分から15時まで

お待ちし
ています

サンササンササンササンサ
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電話番号 (　　　)　

0 1 6 6お手数ですが
63円切手を貼って
お送りください

郵　便　は　が　き

＊お寄せいただいた情報は、個人情報保護法に基づき、「あともす」　製作、景品
　の発送、お問い合わせへの回答以外の目的では使用いたしません。

公
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団
法
人

締切は
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　ありがとうございました

　ご意見・ご感想がありましたら、自由にお書き下さい

あともす
クイズ答え：

アンケートにご協力ください
　　　５月号の『あともす』はいかがでしたか
　　　各記事について、あてはまる□に　をつけてください。

表　　紙

原子力なあるほど
教室

特別寄稿       

うら表紙
  

わが町トピックス

モニタリング

□　とても良い　　　□　良い　　□　普通

□　あまり良くない　□　良くない　　

□　とてもためになった　□　ためになった　□　普通

□　あまりためにならない　□　ためにならない　　

□　とてもおもしろい　　□　おもしろい

□　普通　□　あまりおもしろくない　□　おもしろくない　

□　とても良い　　　□　良い　　□　普通

□　あまり良くない　□　良くない

□　とても良い　　　□　良い　　□　普通

□　あまり良くない　□　良くない

□　とてもわかりやすい　　□　わかりやすい

□　普通　□　少しわかりにくい　□　わかりにくい

(Ｐ１)

(Ｐ５)

(Ｐ７)

(Ｐ10)

(チェック)


